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2015年度における生物同定試験の結果 

 

石間妙子・中島 淳・須田隆一 
 

当所で窓口依頼検査として行っている生物同定試験について、2015年度の結果概要をまとめた。依

頼件数は66件で、依頼理由別にみると、食品中異物が51件、家屋内発生が7件、事業所内が3件、皮膚

掻痒が3件、その他（由来不明）が2件であった。1件につき複数の分類群が検出されたものが3件あり、

動物類が何も検出されないものが3件であった。ハエ目の検出回数が最も多く、次いでコウチュウ目、

チョウ目の検出回数が多かった。種まで同定できたものは30検体で、ハウカクムネチビヒラタムシと

キイロショウジョウバエは複数回検出された。同定依頼は9月が最も多かった。 

 

［キーワード：衛生害虫、ペストコントロール、食品中異物］ 

 

１ はじめに 

 当所では、窓口依頼検査として生物同定試験を実施して

いる。本試験は主に衛生害虫を対象として、持ち込まれた

虫体について種の同定を行い、その結果について成績書の

発行を行うものである。本報では2015年度における生物同

定試験結果をまとめ、その傾向について考察を行った。 

 

２ 検査の方法 

 持ち込まれた検体は、発生状況についての聞き取りを行

い、その経緯から食品中異物（食品中から発見されたもの）、

家屋内発生（一般住居から発見されたもの）、事業所内（工

場や会社事務所等で発見されたもの）、皮膚掻痒（皮膚掻

痒症原因ダニ類の検査）、その他（研究機関依頼、由来不

明など）の5つに区分して記録した。 

持ち込まれた検体のうち、室内塵中の皮膚掻痒原因ダニ

類の検査として持ち込まれた検体（室内塵）については、

室内塵を篩別後、2.0－0.074 mmの室内塵を対象にダーリ

ング液懸濁遠沈法1)を用いて抽出し、実体顕微鏡を用いて

直接鏡検、もしくはプレパラート標本にした後に生物顕微

鏡で鏡検して同定した。 

皮膚掻痒以外の検体については、実体顕微鏡下で直接調

べ同定した。このうち乾燥している検体は、10％水酸化カ

リウム溶液に数時間浸潤し、軟化させた後に検鏡した。ま

た、粘着テープ類などに付着していた検体は、2-プロパノ

ール液に24時間程度浸潤して粘着物を剥がした後に検鏡

した。 

 

３ 結果及び考察 

2015 年度における生物同定試験の依頼件数は計 66 件だ

った。過去 20 年間の依頼件数は概ね年間 40－70 件程度で

あり 2-4)、例年と比較して件数に大きな変化はみられなか

った。66 件の依頼理由の内訳を図 1 に示す。食品中異物

が最も多く、全体の約 77％にあたる 51 件で、残り 15 件

のうち 7 件は、家屋内発生によるものであった。2011 年

度までの本試験の結果においても、食品中異物を由来とす

る検査依頼が近年増加していることが指摘されており 3）、

本年度も同様の傾向であるといえる。 

月別の依頼件数と依頼理由の内訳を図 2 に示す。依頼件

数は 4 月から 12 月にかけて多い傾向があり、最も多かっ

たのが 9 月で、次いで 7 月と 10 月であった。過去 20 年間

においても、夏季を中心に依頼件数が多く 2-4) 、例年と同

様の傾向であった。 

66 件のうち皮膚掻痒症原因ダニ類の検査で持ち込まれ

た 3 件については、節足動物類は何も検出されなかった。

残りの 63 件のうち 3 件では、1 件あたり 2－6 分類群が検

出され、検出された分類群数は計 70 検体であった。表 1

に、検出した 70 検体の内訳を目レベルで各月ごとに示す。

目まで同定できたものは 66 検体で、分類群としてはハエ

目が最も多く、次いでコウチュウ目、チョウ目であった。

ハエ目は、22 検体中 4 検体がショウジョウバエ科で、イ

エバエ科、クロバネキノコバエ科、ノミバエ科がそれぞれ

2 検体ずつ持ち込まれた。いずれの科も、食品や排水溝等

に発生する衛生害虫として、よく知られる分類群である。

コウチュウ目は 15 検体のうち 4 検体がヒラタムシ科であ

った。また、チョウ目は 8 検体中 3 検体がメイガ科、2 検

体がヤガ科で、8 検体中 6 件が幼虫もしくは蛹の状態だっ

た。これらの科は、農作物や貯蔵食品の害虫として問題と
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なる種が多く含まれている。 

持ち込まれた検体のうち、種まで同定できたものは 25

種 30 検体で、そのうち 20 検体は食品中異物、6 検体が家

屋内発生だった。コウチュウ目ヒラタムシ科のハウカクム

ネチビヒラタムシが 4 検体、ハエ目ショウジョウバエ科の

キイロショウジョウバエが 3 検体持ち込まれ、その他は複

数回検出された種は見られなかった。ハウカクムネチビヒ

ラタムシは、幼虫が椎茸内部に穿孔して成長するため、乾

燥椎茸の大害虫としてよく知られている。キイロショウジ

ョウバエは樹液や腐熟した果実に発生する酵母を主食と

することから、果実を使用する食品工場や、パンや酒、味

噌などの発酵食品工場でよく発生することが知られてい

る。表 2 に示す種のほとんどは、古い時代から食品混入や

家屋内害虫、不快害虫として問題視されている節足動物で、

継続して一定の問題を起こしていることがわかる。 
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図 1 2015年度における生物同定検査の依頼理由 

図 2 2015年度における月別の依頼件数と内訳 

表 1 各月における目別の検出数 

表 2 種まで同定できた 30検体の種名と発生状況 
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